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新 年 の ご 挨 拶

堺労働基準協会　会長　桂　太郎

新 年 の ご 挨 拶
堺労働基準監督署　署長　伊地知　康

新年あけましておめでとうございます。
　桂会長様をはじめ堺労働基準協会会
員事業場の皆様におかれましては、穏
やかに新年を迎えられましたこと、謹
んでお慶び申し上げます。
　また、旧年中は、当署の業務運営に
格別のご理解、ご協力を賜り、厚く御
礼申し上げます。
　さて、昨年は引き続き新型コロナウ
イルス感染症の拡大が叫ばれる中、世
界情勢を受けての円高および燃料高騰
など日本経済に大きく影響する出来事
が発生し、今もなお対応に苦慮する事
態が続いているところで、会員事業場
の皆様に置かれましても、日々、社会
情勢を鑑みつつ、事業運営を行われて

きたことと思います。
　本年は、そのような社会情勢を意識
しつつ､そして､やや出口も見えかけて
きた新型コロナウイルス感染拡大も意
識しながら、大きな目標である「働き
方改革」の推進に取り組んでいかなけ
ればならないことと感じております。
　当署では、これまでも大阪における
労働行政の一丁目一番地として取り組
んで参りましたスローガン「誰もが安
心して働き活躍できる元気な大阪」を
確固たるものとすべく、労働条件の確
保、労働者の安全・健康管理体制の確
立、労災保険の適正かつ迅速な給付を
大きな柱として、情報発信、相談・支
援などへの取り組みを愚直に進めて参
ります。
　企業におきまして貴重な人材は、家
庭におきましても、また、社会全体で

　新年あけましておめでとうございます。
　堺労働基準協会会員事業所の皆様方にお
かれましては、健やかに新年をお迎えのこ
ととお慶び申し上げます。
　旧年中は当協会の運営に格別のご支援、
ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、昨年はいろいろな意味で激動の1年
であったのではないでしょうか。その中でも
やはり新型コロナウイルス感染症において
は、3月にまん延防止等重点措置が全面解除
され、それ以降は増えたり減ったりを繰り返
し、最近は小康状態と思われ、10月から年末
にかけて全国旅行支援が行われるなど、経済
を動かす動きが出て来ている状況でもありま
す。しかし、昨年あった中国におけるロック
ダウンなど、一度何かが起こると企業の事業

経営に大きく影響するなど、まだまだ油断で
きない状況にあると思います。
また、2月にはロシアのウクライナへの進
行が始まり、4月には円が急落して以来、円
安の状況が継続していますし、半導体不足等
による部品調達の遅れも継続しています。
このように事業環境が目まぐるしく激動す
る中で、企業で働く労働者は大きく影響を
受け、場合によっては労働時間が長引く、
ストレスを大きく感じる状況に陥るなど、
心身共に大きく負荷のかかる状況が危惧さ
れます。
　労働局も安全で健康に働くことができる
職場づくりとして、長時間労働の抑制をあ
げて各事業者が取り組むべき方策を示され
ています。協会としても堺労働基準監督署
のご指導とご支援のもと、会員事業所の皆
様方のお役に立つ情報提供や、取り組みを
行ってまいりますので、是非積極的に活用
いただき、労働者が安全で健康に働くこと

ができる環境の整備を推進いただくようお
願いいたします。
　今年は卯年（うどし）です。兔（うさ
ぎ）は穏やかで温厚な性質であることから
「家内安全」、また、その跳躍する姿から
「飛躍」、「向上」を象徴するものとして
親しまれてきました。株式市場では兎には
跳ねる特徴があるため、景気が上向きに跳
ねる、回復すると言われており、縁起の良
い年として知られているようです。
　今年も昨年に引き続き烏飛兔走（うひと
そう）な１年になりそうですが、会員事業
所の皆様方におかれましては、計画的に事
業運営されることで目標を達成していただ
ければと思います。
　結びに、会員事業所の皆様方の益々のご
発展、そして働く皆様方が安全で安心して
働ける職場づくりを心より祈念申し上げ、
新年のご挨拶とさせていただきます。

考えましてもリスペクトを受けるべき
存在であるべきものと考えます。
　私ども堺労働基準監督署は、そのよ
うな働く健全な皆様の力になれますよ
う、微力ではありますが職員一同職務
に邁進する所存でございますので、本
年も当署の業務運営にご理解とご協力
を賜りますようよろしくお願い申し上
げます。
　結びに、兎年は株式相場において、
「跳ねる年」として景気上昇が期待さ
れる年とされております。
　貴会の益々のご発展と会員事業場の
皆様のご健勝を祈念申し上げ、新年の
挨拶とさせていただきます。
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協協会会のの動動きき（（令令和和４４年年６６月月～～１１２２月月））

◎◎大大労労ククララブブ（（大大阪阪労労災災病病院院））

令和４年６月１３日（月）

開催参加

新任幹事ﾒﾝﾊﾞｰ紹介（副会長）

会計報告

令和３年度決算報告・令和４年度

収支予算・事業計画

講演：職域のメンタルヘルス

（講師：大阪公立大井上先生）

◎◎小小委委員員会会（（堺堺・・職職場場のの健健康康づづくくりりフフ

ォォーーララムムににむむけけてて））

令和４年６月２４日（金）

堺労働基準協会会議室

行政指導

堺労働基準監督署

明石康裕 安全衛生課長

日時９月２９日（木） ： ～

総合司会・開会挨拶・来賓挨拶

指差唱和担当 閉会挨拶等決定

事例発表 事業所

（大阪製鐵㈱・ｴｱ ｳｫｰﾀｰ㈱）

準備のため部会員 ： 集合

◎◎ゼゼロロ災災・・堺堺「「リリススクク““ゼゼロロ””堺堺推推進進

大大会会」」

日時 令和４年６月２８日（火）

場所 堺市総合福祉会館 階

総合司会 行久達也 安全副部会長

開会挨拶 堺協会 桂 太郎 会長

来賓挨拶 堺労働基準監督署

伊地知 康 署長

令和４年全国安全週間要綱説明

講師：堺労働基準監督署

崖 諒 労働基準監督官

事例発表

）ｹｲﾐｭｰ㈱ 堺工場

業務ｸﾞﾙｰﾌﾟ長 久保和弘様

） 三菱ﾏﾃﾘｱﾙ㈱三宝製作所

安全環境推進室長 根田陽介様

改正労働基準法について

講師：堺労働基準監督署

坪平 和也 労働基準監督官

閉会挨拶 谷 進 安全部会長

指差唱和（ﾘｰﾀﾞｰ）

伊吹公佑 安全部会員

※参加人数 ４４社６８名

◎◎小小委委員員会会（（ははささままれれ・・巻巻きき込込ままれれ

災災害害防防止止研研修修会会ににむむけけてて））

令和４年７月１３日（水）

堺労働基準協会会議室

行政指導

堺労働基準監督署

明石康裕 安全衛生課長

研修事業所 ダイキン工業㈱

日程： 月 日

案内状発信 月 日

定員 名とする

※参加人数１５名

◎◎労労務務実実務務担担当当者者等等講講習習会会

令和４年７月２８日（木）

堺地方合同庁舎９階（予定）

★新型コロナ感染増加にて「中止」

◎◎合合同同部部会会（（高高野野山山一一泊泊研研修修））

令和４年８月５日（金）

★新型コロナ感染増加にて「中止」

◎◎高高野野山山一一泊泊研研修修

令和４年８月２３日～２４日

★新型コロナ感染増加にて「中止」

◎◎ははささままれれ・・巻巻きき込込ままれれ

災災害害防防止止研研修修会会

日時 令和４年９月１３日（火）

開催場所 ﾀﾞｲｷﾝ工業㈱ 堺製作所

臨海工場

開会挨拶 谷 進 安全部会長

受入事業所挨拶 ﾀﾞｲｷﾝ工業㈱

堺製作所担当部長 大城泰樹様

行政指導 堺労働基準監督署

崖 諒 労働基準監督官

事業所概要・安全活動取組説明

堺製作所担当部長 大城泰樹様

工場見学（ﾌﾟﾚｽ機・ｼｮｰﾙｰﾑ含む）

閉会挨拶 行久達也 安全副部会長

※参加人数１７社２５名

堺堺労労働働基基準準協協会会ホホーームムペペーージジ

◎◎堺堺・・職職場場のの健健康康づづくくりりフフォォーーララムム

日時 令和４年９月２９日（木）

場所 堺市総合福祉会館 階

総合司会 髙橋竜也 衛生副部会長

開会挨拶 堺協会 桂 太郎 会長

来賓挨拶 堺労働基準監督署

伊地知 康 署長

令和４年度全国労働衛生週間

要綱説明

講師：堺労働基準監督署

坂本風 労働基準監督官

事例発表

）大阪製鐵㈱ 安全環境防災

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ生駒広之様

）ｴｱ ｳｫｰﾀｰ㈱ 堺事業所 戦略

企画ｸﾞﾙｰﾌﾟ主任 重野利彰様

労働時間の適正な把握及び

健康管理について

講師：堺労働基準監督署

福田洋一 第 方面主任監督官

閉会挨拶 桑原一彰 衛生部会長

指差唱和（ﾘｰﾀﾞｰ）

紫牟田拓夢 衛生副部会長

※参加人数 ３６社５１名

◎◎堺堺労労働働基基準準協協会会役役員員（（理理事事））会会

日時 令和４年１１月１日（火）

場所 フェニーチェ堺

挨拶
堺労働基準協会 桂 太郎 会長

堺労働基準監督署 伊地知 康 署長

第１号議案

）行事・教育講習実施報告

（令和４年４月～９月）

＊事務局報告

）各部会報告（総務･安全･衛生･臨海）

＊各部会長報告 「承認」

第２号議案

令和４年度上期中間決算報告
収入 円

支出 円

残高 円

単年度決算 円「承認」

その他報告（会員入退会状況）

事業所
入会 事業所、退会 事業所

事業所
＊出席１３名、議長委任８名

計２１名（役員・理事会成立）

（構成人員２１名）
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ゼロ災・堺「リスク“ゼロ”堺推進大会」
 第９５回全国安全週間を控え、６月２８日（火）に標記大会が堺市総合福祉会館
大研修室で開催されました。行久達也　安全副部会長（山九㈱）の司会進行で始
まり、堺労働基準協会 桂 太郎 会長、堺労働基準監督署 伊地知 康 署長より挨拶
をいただき、続いて堺労働基準監督署 崖 諒 労働基準監督官より、全国安全週間
実施要綱他の説明がありました。次に事例発表では、先ずケイミュー㈱堺工場業
務グループ長 久保和弘様より「自動運転と人との接触をなくす取り組み」、また
三菱マテリアル㈱三宝製作所企画管理部安全環境推進室長 根田陽介様より「構内
フォークリフト・車両と歩行者の接近による災害防止」を事例紹介されました。
その後、特別研修として堺労働基準監督署 坪平和也 労働基準監督官より「改正労働基準法等について」講演があ
り、最後に、谷 進 安全部会長（㈱クボタ）の閉会挨拶の後、伊吹公佑 安全部会員（㈱クボタ）による全員指差唱
和で大会を閉会しました。　

「はさまれ・巻き込まれ」災害防止研修会
　令和４年９月１３日㈫にダイキン工業㈱堺製作所 臨海工場にて「はさまれ・巻き
込まれ」災害防止研修会が開催され、１７社２５名にご参加頂きました。
　堺労働基準協会 谷 進 安全部会長（㈱クボタ）より開会の挨拶、ダイキン工業㈱
堺製作所 担当部長 大城泰樹様より受け入れ事業所の挨拶をして頂きました。その
後、堺労働基準監督署 崖 諒監督官からの行政指導に続いて、受け入れ事業所のダ
イキン工業㈱堺製作所の会社概要、安全衛生の取組みについて説明頂き、工場現場
視察を行いました。
　業務用マルチエアコンの生産ラインを工程順に案内して頂きました。検査結果や
加工条件など生産状況の情報を集約する「ＩｏＴ」管理や、ロボットによる自動化工程などを視察させていただき
ました。工場内の温熱環境も管理され、快適な環境で作業されていました。
　工場視察後の質疑応答では様々な質問がありました。
　最後に、堺労働基準協会 行久達也 安全副部会長（山九㈱）より閉会の挨拶があり有意義な「はさまれ・巻き込
まれ」災害防止研修会となりました。

「堺・職場の健康づくりフォーラム」
―全国労働衛生週間に向けて―

　堺・職場の健康づくりフォーラムが、令和４年９月２９日に堺市総合福祉会館
で開催されました。堺労働基準協会の髙橋竜也 衛生副部会長（ライオン㈱）の総
合司会のもと、フォーラム開催に先立ち、堺労働基準協会の桂太郎　会長（㈱ク
ボタ）、堺労働基準監督署の伊地知康 署長のご挨拶がありました。続いて、堺労
働基準監督署の 坂本風 労働基準監督官より、第７３回全国労働衛生週間要綱の内
容等について具体的な説明がなされました。
　堺労働基準協会加盟企業の事例発表として、大阪製鐵㈱堺工場安全環境防災グ
ループリーダー　生駒広之様より「当社の衛生活動について」とエア.ウォーター
㈱堺事業所ＨＲ戦略企画グループ主任 重野利彰様より「当社の健康づくり活動について」を聴講しました。いず
れも実際の活動に基づいた発表で、各企業での活動展開に役立つ内容でした。
　その後は特別研修として、堺労働基準監督署の 福田洋一 第三方面主任監督官より「労働時間の適正な把握及び
健康管理について」というタイトルで、ご講話を頂きました。
　閉会に当たり、堺労働基準協会 桑原一彰 衛生部会長（㈱シマノ）より挨拶があり、最後に、紫牟田拓夢 衛生副
部会長（堺化学工業㈱）の指揮の下、参加者全員で「あなたの健康があってこそ、笑顔があふれる健康職場」のス
ローガンを唱和して研修会を終了しました。
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堀富商工株式会社堀富商 株式会社

災害時、応急給水組立式タンク

ホホリリフフトトウウォォーータターー

備蓄倉庫での使用例

お問い合わせは・・・ SSiinnccee 11888855

スペース比較例

2200台台ででのの必必要要床床面面積積　
1133..6699㎡㎡（（22段段積積みみ））

幅幅22..3344MM　XX　奥奥行行55..8855MM

2200台台ででのの必必要要床床面面積積　
22..6600㎡㎡（（1100段段積積みみ））   

幅幅22..2288MM　XX　奥奥行行11..1144MM

据え置き型タンクと比べると約 のスペースで収納可能！

据据ええ置置きき型型タタンンクク11000000LLのの場場合合

（（幅幅））2.34M

2.04M

（（奥奥行行））5.85M 1.76M

ホホリリフフトトウウォォーータターーのの場場合合

備蓄倉庫で縦置きした場合の必要床面積
幅0.23M X 奥行1.14M X 高さ1.14M
※縦置きする際は専用ベルト必要

災害時に備える
応急給水システム

ホリフトウォーター優位性（特徴）

軽量で組立て簡単

衛生的な仕組み
（厚労省告示第 号食品衛生法に適合）

保管時に省スペース

堀堀富富商商工工株株式式会会社社

大阪府堺市西区浜寺石津町東３-５-２３
TEL：（072）241-3821 FAX：（072）241-3822

（（奥奥行行））1.14M

（（幅幅））2.28M

巡回検診車による
  一般健康診断
  特殊健康診断
  生活習慣病予防検診

産業医の派遣及び紹介
　健康診断機関名簿登載
    （登載番号41-27-07）
　労働基準協会・産業会・
　健保組合等各種団体指定
　大阪府検診精度研究協議会

いながきクリニック集検部
　〒557-0045
大阪市西成区玉出西2丁目1番5号 4F
　TEL  06-6661-8827
　FAX 06-6651-5363

堺地域産業保健センターの　　　　健康サポート堺市医師会
堺市内で従業員50人未満の事業場・従業員の方を対象に産業医による下記のサービスを行っています

健康相談窓口

個別訪問産業保健指導

働き盛り層のメンタルヘルスケア支援事業
堺市内５ヶ所で毎月８回の健康相談。 こころの病についての知識や初歩的な対処法など、

個別相談会の実施。
（午後6時30分～午後8時30分）

事業場を訪問し、従業員の健診後の保健指導、健康相
談、職場を巡視し、作業環境等についての指導、助言。

長時間労働者への面接指導
こころのトラブル、健康障害を引起すことが多い、
過重労働者に対し面接指導。

堺市医師会内

TEL 072－221－2330
堺 地 域 産 業 保 健 セ ン タ ー

http://www.sakai-med.jp/sanpo/index.cgi

堺市堺区海山町5丁176の6号 〒590-0982
電　話　  0 7 2（ 2 2 8 ）5 2 7 7（代）

働く人々の安全に奉仕する
　　　これがミドリグループです。
安全・衛生保護具、環境衛生器具、
作業服、電気安全機器等すべての
　安全に関する総合メーカーです。

一般作業用安全靴　男女作業服　静電服
　軽作業用安全靴　男女事務服　耐酸服
　重作業用安全靴　不燃作業服　防寒服
熱場作業用安全靴
ヘルメット　安全帯　各種電気測定器
メガネ　耳栓　防熱衣　　工場環境改善機器
マスク　脚絆　標識　防災面　手袋　雨合羽

〈営業品目〉

ミドリ安全堺株式会社

人間ドック健診
生活習慣病健診
定期健康診断
特殊健康診断

内 科 、呼吸器内科
消化器内科､循環器内科
（ 保 険 診 療 ）

一般財団法人　大阪府結核予防会

〒590-0028
堺市堺区三国ヶ丘御幸通５９
　南海堺東ビル（堺タカシマヤ上）8階
　南海堺東駅クリニックセンター内
　　　　　電話(072)221－5515㈹
　　　　   （水曜及び祝日は休診)
　　　　　 　　　 （土・日 診療)
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【非売品】

【 編集後記 】
　昨年も新型コロナウイルスの新規感染者数が過去最多を更新や東日本では大きな地震が発生したり濃厚な1年だったと振返り
ます。
　しかし、9月になると外国人観光客の入国の規制が緩和されたことにより、形は違えど新型コロナウイルスの感染拡大前の生
活に戻りつつありますが、まだ、新型コロナウイルスの感染は終息しておりません。引き続き手洗い、うがい等の基本行動を徹
底し感染予防に努めたいと思います。
　2023年は卯年、新型コロナウイルスで生活が変わった数年間から大きく「飛躍」し、私たちの生活が大きく「向上」する年
になり、当会での伝統的な行事である高野山一泊研修など色々なイベント開催が出来るよう願っております。（T.M）

【表紙写真】旧堺燈台
　堺旧港の突端に位置する旧堺燈台は、明治10(1877)年
に建築された建物である。現地に現存する洋式木造燈台
としては、わが国で最も古いものの一つとして、昭和47
年に国の史跡に指定されています。


